
 

 

 

 

１．ピクチャー 

カード 

○英語の音声と意味を結びつけることができる。 

○「○×カード」などを用意しておくと、活動の幅をひろげることができる。 

○文字指導が始まることを見据えて、絵と文字が入ったものを活用するとよい。 

２．音声機器 ○CD を活用して歌を学習に取り入れることで楽しく活動に参加したり、外国語独

特のリズムやイントネーションをくり返し聞くことで、英語の音声やリズムを自

然に身につけたりすることができる。 

○デジタル教材（Hi, friends！ Plus など）を活用すると、ALT の有無に関わら

ずネイティヴな発音に触れさせることができる。 

３．絵本 ○児童の興味・関心を引くことができ、英語の音声をくり返し聞くことで慣れ親し

ませることができる。 

○読み聞かせ活動では、児童が指導者の英語を聞き、絵の助けを借りて「英語を聞

いて意味が分かる体験」をすることができる。 

○一方的にきかせるのではなく、絵本の絵やあらすじについて質問したり、間を取

ったりしながら、児童のつぶやきやくり返しを引き出すようにする。 

４．ICTの活用 ○デジタル教材、インターネットなど映像をデジタルモニターで映すなどで、児童

の興味・関心を高めることができる。 

○視覚的に英語の音声を触れたり、意味に気づかせたりすることができる。 

５．ふり返りカード ○児童が本時の授業でどのようなことを学んだのか毎時間書き記すことができる。 

 （授業のふり返り活動で活用） 
          

 

 平成３０年度 平成３１年度 

３年生 
Let’s  Try！1 

Story Books 

“In the Autumn Forest“ 

Let’s  Try！1 

Story Books 

“In the Autumn Forest“ 

４年生 
Let’s  Try！1・2 

Story Books “Good Morning” 

Let’s  Try！2 

Story Books “Good Morning” 

５年生 

Let’s  Try！2 

Hi, friends！1 

We can！1 

Hi, friends！ Plus 

（デジタル教材、ワークシート） 

Let’s  Try！2 

Hi, friends！1 

We can！1 

Hi, friends！ Plus 

（デジタル教材、ワークシート） 

６年生 

Hi, friends！2 

We can！1・2 

Hi, friends！ Plus 

（デジタル教材、ワークシート） 

Hi, friends！2 

We can！2 

Hi, friends！ Plus 

（デジタル教材、ワークシート） 
 

 

教師が安心して授業をしたり、児童をやる気にさせたりするため活用できるものがたくさんあります。 

移行期間中に使用する新教材です 


